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地域と民間の協働による移動スーパーが始まりました！ 
～恋野・学文路地区第 2層協議体～ 

１２月から、毎週月曜日に恋野地区 1

か所、学文路地区３か所に移動スーパー

「まごの手」（日の丸観光バス株式会

社）が巡回しています。恋野地区および

学文路地区第２層協議体がモデル地区と

なって協働で始めています。 

生鮮食品・お惣菜・パン・日用品等を

積めるよう冷蔵庫も搭載した軽トラック

が軽快な音楽を流して来てくれていま

す。 

買い物に来られた方に伺うと「往復

4,000円ぐらいかかってタクシーで買

い物をしていた。コンビニも閉店して困

っていたので助かる」と聞かせていただ

きました。 

移動スーパーは、身近な地域で、品物

を見ながら買い物が出来るというだけで

なく、コロナ禍の中、屋外で安心して人

と出会え、必ず誰かと顔を見ながら話が

できるという新しい地域の交流の場にな

っていることが、各販売場所の共通した

様子でした。 

今後は、4か所を起点にして、恋野・

学文路地区内から要望があれば、販売場

所を徐々に広げていく予定です。 

身近な地域の中に、新しい交流の場を

提供できたことは、区長・自治会長の協

力や日頃から地域の人の暮らしぶりをよ

く知る、地域の生活支援コーディネータ

ーだからこそだと思います。ありがとう

ございました。 

▲狭い路地でも走ることができる軽トラック 

▲賢堂区では地域の方の協力で空き地が販売場所 

▲恋野地区公民館の協力で駐車場が販売場所 

【生活支援コーディネーター】 
第 2層協議体の運営を中心になって進め
てくれています。また、地域の方が必要
とするサービス等をつなぐ役割もありま
す。世話人とも呼ばれ、地域の方が選任
されています。 

【第 2層協議体】地域の方々がメンバーとなり、高齢者を主体とした助け合い・支え合いの地域づくりを進める協議と実践の場。現在、市内に 9地区設置。 
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令和３年度 赤い羽根共同募金のお礼 
みなさまにご寄付いただきました募金は、和歌山県共同募金会で取りまとめら

れ、県内の民間社会福祉施設・団体・社会福祉協議会への助成や災害時の避難者

救援活動支援積立金など、地域福祉を推進するための資金として活用されます。 

これからも自分たちの住む地域の福祉を推進し、その運営や活動を応援してい

くことが共同募金の役割です。今後ともご支援、ご鞭撻をいただきますようお願

い申し上げます。 

令和３年度募金実績  3,835,957 円（令和 3年 12月末現在） 

 

市社会福祉協議会では、市民のみなさまからの「地域の
ために使ってほしい」という思いのこもった金銭や物品等
をお預かりして、地域福祉のために大切に使っています。  
みなさまのあたたかい善意をお待ちしています。 

【遺志金】                    

・荒木眞一 様         １０，０００円 

亡祖母 小 ヤスヱ 様のご遺志として 

・青木一郎 様（高野口町）   １０，０００円 

  亡母 青木喜代子 様の五十回忌の供養として 

・匿名             ２０，０００円 

 

【一般寄付】                      

・割烹勝一 ゴルフ好きの会 様      ＊円 

・伊都消防組合職員一同 様   １０，０００円 

・樋口敏眞 様（学文路）    ２０，０００円 

・紀北川上農業協同組合  

代表理事組合長 宮崎卓郎 様（高野口町名古曽） 

  お米約１００㎏・おこめギフト券５９４枚 

 

【寄贈品】                      

・匿名 おむつ      ・匿名 紙パンツ 

・匿名 紙パンツ 

 

使用済み切手・書き損じはがきをいただきました                     

（敬称略） 

栄迫さん/野口珠美/岡本勝子/辻眞理/久世通恵/ 

北本一美/木全満知子/渡邊利重/池之側喬/ 

深井千恵子/梅本麻衣/大藪尚男/田中さん/大谷さん/

柏木好美/匿名/ 

橋本市障害児者父母の会/㈱リビングセンター長野/

恋野区１１班サロンびわのこ/悠久の杜保護者会/ 

ふれあいサロンすずめのお宿/学文路地区公民館/ 

社会医療法人博寿会 山本病院/酒の ABC/ 

ケアショップレインボー/城山台花ボランティア/ 

紀和産業協業組合/紀見地区公民館/髙田自動車/ 

清瀧ファーム一同/高野口地区公民館/㈲東京屋/ 

老人福祉施設事業組合国城寮/紀見北地区公民館/ 

医療法人敬英会グリーンガーデン橋本/ 

安全な食を考える消費者の会/リホームテック/ 

紀見北地区民生委員児童委員協議会/ 

善意のお気持ち 

橋本防災士の会より 

もしもの時のいつもの備え 
Vol.２３ 避難前のチェックポイント 

 

●ブレーカー、ガス栓、水道蛇口を遮断します。 

 熱を発する電気器具のスイッチがオンになった

ままだと、電気が復旧した際に火災の原因になり

ます。また、ガス栓が開いたままでは非常に危険

です。水道の蛇口もしっかり閉めてから避難しま

しょう。 
●離れ離れとなった家族へ伝言メモの準備 
 後で帰ってくる家族のために、いつ、どこへ避

難したか、伝言メモをのこします。メモは、ドア

の内側等に貼っておきましょう。 
●非常持出し品のチェック 
 平常時に持ち出すべき物のチェックリストを作

成しておき、それに基づき家族それぞれが持出し

分担に従い、リュックサックに入れて、避難しま

しょう。 

●救急医療情報キット あんしんカプセル 
あんしんカプセルは、自宅で急に体調が悪くなる

など、救急搬送時に必要な「持病」「医療情報」「緊

急時連絡先」などの情報を記したカードをカプセル

に入れ冷蔵庫に保管、救急隊員から医師に必要な情

報を伝え、迅速な治療に役立てます。 

＊カプセルはペットボトル（５００ml）程度の大きさ 

＊お一人様につき１セット（カプセル、情報カード等） 

●私の想いノート エンディングノート 
「いざという時」に、あなたの大切な人へあなた

の「想い」（思い）を伝えます。「もしもの時」に役

立つよう、自分の大切な情報を記録しておきましょ

う。内容は、私のプロフィール（預貯金・保険・年

金等）、病気（告知・延命治療）、介護が必要になっ

た時、葬儀、お墓等です。 

＊ノートは B５版５２ページ ＊お一人様１冊 

もしもの時のお助けアイテム 無料 
配布 
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障害児者支援講演会/主催：橋本市障害児者父母の会 

 

 

 

 

 

 

 

障害のある子どもの将来～ 
①収入と支出 ②お金の管理 ③住まいと暮らし方 

演題： 

講師：「親なきあと」相談室主宰 渡部 伸先生 
日時 令和４年２月１２日（土）１３：３０～ 
場所 橋本市保健福祉センター３階 多目的ホール 
定員 １００名 

無料 
新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、オンライン配信に変更するこ
とがあります。 

 
■お問い合わせ・申し込み先 

氏名・住所・連絡先・生年月日を申し添えて事務局あて申し込んでください。 

橋本市障害児者父母の会事務局（市社会福祉協議会内） 

 電話：0736-33-0294 FAX；0736-33-4377 

オンライン配信視聴をご希望の方は右記 QR コードより申し込みください。 

 
 
◎心配ごと相談 
日常生活の悩みごとや心配ごと 

２月４日（金）・7 日（月） 

２１日（月） 13:00～16:00 

◎まちの法律家なんでも相談 
相続・遺言・成年後見制度など 

２月１７日（木）13:00～16:00 

 ※要予約（先着 4 名まで） 

  

※相談場所は何れも橋本市保健福祉センター

（心配ごと相談は金曜日のみ高野口地区公民館） 

※相談に関するお問い合わせ先は、市社会福祉

協議会 電話:３３-０２９４ 

コロナウイルスの感染拡大防止のため相談事業を中

止する場合があります。予めご了承ください。 

 

社協の相談事業 

新型コロナウイルス感染症の影響により、休業や失業および減収等により生活資金（家
賃・食費・光熱費等）でお悩みの方々に向けた、生活福祉資金（緊急小口資金・総合支援
資金（生活支援費））の特例貸付を実施しています。なお、受付期間が延長され３月末日ま
でとなっています。 
 
◎令和 2 年 10 月 1 日以降、一部取扱いが変更となりました。 
 ① 総合支援資金の借入申込にあたって、生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援

事業の利用が必須となりました。 
② 新型コロナウイルス感染症の影響で減収したことを証する書類の提出を求める場合が

あります。 
 

■詳細については、市社会福祉協議会までお問い合わせいただくか、ホームページでご確
認ください。相談を希望される方は、事前にご連絡ください。電話：３３-０２９４ 

 

新型コロナウイルス感染症の影響による特例貸付のご案内 

 
 社協ホームページ 

橋本市社協 

日常生活を支える車椅子や福祉車両の貸し出しを行っています 
○車椅子（費用は無料です） 

・市内在住の方で、一時的に車椅子を必要とする方。 

・利用期間は原則２週間程度もしくは１か月以内です。 

○福祉車両 （費用は無料です。使用燃料のみ自己負担）。 

・市内在住の障がい者、高齢者、歩行が困難で車椅子を利用され

ている方。原則３日以内が利用期間です。 

・希望する日の 3か月前から 1週間前までに申請書の提出が必要

です。 

※何れも利用前にお電話で空き状況等をご確認ください。 

電話：３３-０２９４ 

社会福祉法人 橋本市社会福祉協議会 

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、橋本市保健福祉センター

の貸館が休止のため上記の相談事

業はお休みとなります。ご迷惑を

おかけしますがご理解いただけま

すようお願いいたします。 

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、橋本市保健福祉センター

の貸館が休止のため上記の講演会

はお休みとなります。ご迷惑をお

かけしますがご理解いただけます

ようお願いいたします。 


